
２節 積分法の応用 
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 (1) 求める面積は右図の斜線部分だから 

  求める面積を Sとすると 
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 (1) 求める面積は下図の斜線部分だから   (2)  求める面積は下図の斜線部分だから 
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 (1) 交点の x座標は   (2) 交点の x座標は 
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  切り口の断面積を  xS  とおくと 
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 (1) 2 曲線の交点の x座標は (2)  
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